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   A 70-year-old female with inverted papilloma of the ureter is presented. She was hospi-
talized because of asymptomatic macrohematuria. Excretory urography and retrograde 
pyelography demonstrated a filling defect with smooth contour at the mid-portion of the 
right ureter. Abdominal computer tomographic (CT) scan showed mass lesion (CT number 
41) at the same portion as the filling defect. She was diagnosed as having an ureteral tumor 
and right nephroureterectomy was performed. The gross specimen contained a 24x 12 mm, 
polypoid, pedunculated and smooth-surfaced tumor. Pathological diagnosis was inverted pa-
pilloma. However, microscopic examination revealed a malignant finding corresponding to 
transitional cell carcinoma grade 1. 
   From the Japanese and foreign literature, 25 cases of ureteral inverted papilloma were 
collected and are reviewed. Clinical and pathological features are discussed. 
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緒 言
上 部 尿 路 に 発 生 す るinvertedpapillomaは稀 な
腫瘍 と考 え られ てい る.私 た ち は 尿 管 に発 生 し,病 理



















































Fig.2.RP:IVPと 同位 置 に 陰 影 欠 損 像(矢








































F董g.7.病理 組 織 学 的 所 見(H-E染 色,×365):軽
度 の細 胞 異 型,極 性 の乱 れ,細 胞 分 裂 豫 を認
め る.
除術 を 施行 した.
摘 出 標本:大 き さ24×12mmの 表面 平 滑 な ポ リー
プ状 の 有 茎性 腫瘍(Fig・5)で あ った ・
病 理組 織 学 的 所 見(Fig.6,7):組織構 築 の所 見 は
典 型 的 な 上皮 索 の 内反 性 増 殖 を 認 め,invertedpapil-








尿 路 のinvertedpapillomaは比 較 的 稀 な 腫 瘍 と
考 え られ て い るが,本 邦 で は 和 食 らi>が50例を 集 計 し
報 告 して い る.こ の うち,上 部 尿路 に発 生 した もの は
4例 で あ り,多 くは 膀胱 に発 生 して い る。 外 国 で は
Mottolaら2)が116例を 集 計 し,や は り膀 胱 発 生例 が
最 も多 く,上 部 尿路 のinvertedpapillomaは18例
であ った と報 告 して い る.こ の よ うに 上 部 尿 路 のin・
vertedpapillomaは稀 で あ る.私 た ち の 集 計 で は,
尿管 のinvcrtedpapillomaは本 邦 で 自験 例 を 含 め
10例の 報告(内 反 型 移 行 上 皮 癌 と した 報 告 も 含 め
る)a‐io)があ り,外 国 で は 腎 孟 尿管 移 行 部 を 含 め る と
15例の報 告2・n、20)がみ られ て い る.な お,本 邦 報 告 例
の概 要 をTable2に 示 した.こ れ ら25例 の 尿管 の
invertedpapillomaを集 計 す る と男 女 比 は19:6と
男性 に 多い.発 症 年 齢 は,60歳 代 が36%と最 も多 く,
つ い で50歳代 が28%,70歳代 が24%と,50歳か ら79歳
ま でが88%を 占 め,平 均 は,65.3歳で あ る,臨 床 症 状
で は血 尿 が14例と最 多で,つ い で 側 腹部 痛 が7例 に認
め られ てい るが,無 症 状 で 偶 然 に 発 見 され た もの も7
例 あ る.発 生 部位 で は尿 管 中 部 が40%と最 多 で,つ い
で下 部 が3S%,上 部 が12%,腎 孟 尿 管移 行 部080.不
明4%と な る.腫 瘍 の 大 きさ は最 大 径 で1か ら3cm
の もの が42.3%と最 も多 く,つ い で3cm以 上 が23.1
%,lcm以 下 が15.4%,不明が19.2%であ る.治 療
法 で は 腎尿 管 摘 出術 を施 行 した もの が14例,尿 管 部分
切 除 術 を 施 行 した ものが9例 で あ る.た だ し,本 邦 で
は尿 管 部 分 切 除 は1例 のみ であ るの に対 し,外 国 例 で
は部 分 切 除8例,腎 尿管 摘 出6例 と部分 切除 術 の施 行
例 が多 い傾 向 に あ る.
本 症 の発 生 要 因 に 関 して は,永 井 ら21)も述 べ て い る
よ うに,過 形 成 説 や 炎症 性 産 物 説 な ど もあ った が,現
在 で は通 常 のpapillomaと同様 に移 行 上 皮 か ら発 生
した新 生 物 とす る意 見 が 多 い.こ の な か で 興味 深 いの
が藤 田22)の意 見 で あ る.彼 は,本 症 を 乳 頭 状腫 瘍 と連
続 的 な 関係 を もつ 一亜 型 と し,膀 胱 上 皮 が 内腔 にむ か
って発 育 す れ ば 通 常 の乳 頭 腫 で あ り,逆 に 粘膜 下 に も
ぐ りこめ ば 内反性 の 発 育 を呈 し,そ の 差 は ご くち ょっ
と した力 関 係 に よ るの で は な いか と述 べ て い る.そ し
て 典 型 的 なinvcrtcdpapillomaを育 て あ げ る には,
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Table2,尿 管 のinvertedpapillomaの 本 邦 報 告 例
(轟轟)讐 難 断 症状
大 きさ






































































































細 胞 が 良性 な こ と と外 被 が丈 夫に で きて い る こ とが 必
要 で あ る と して い る.同 一 腫 瘍 内 に 外方 へ の乳 頭 状 増
殖 と内 反 性増 殖 が 共 存 した 症 例 の 報 告23-2.5)があ る こ
とや 自験 例 の よ うに 病 理組 織 学 的 に 悪 性所 見 を呈 す る
ものが あ る こ とか ら,藤 田22)の説 は 注 目に値 す る と思
わ れ る.
一 般 的 に 尿 路 のinvertedpapillomaは,再 発 例
や病 理 組 織 学 的 に悪 性 所 見 を有 した 症 例 の 少 な い こ と
よ り良 性 腫 瘍 と考 え られ て い る.ま た 金 子 ら26)は,電
顕 的 検 討 よ り本 腫瘍 を きわ め て よ く分 化 した 腫瘍 で,
過形 成 と分 化 型 腫瘍 の中 間 に 位 置す る と述 べ て い る.
しか し,最近 に な って,再発 例27,2e)や多 発 例2AX32)ある
い は 自験 例 の よ うに 悪性 所 見を 有 した 症 例3・10・且2・21・23・
26,27-3Uの報告 が 増 加 して い る よ うに 思わ れ る.
鈴 木zz)は高 分 化型(grade2以下)移 行 上 皮性 腫瘍
83例の約25%に 移行 上皮 の 内 反性 増 殖 を 認 め た と し,
この増 殖 形 態 が 稀 な もので は な い こ とを 指 摘 した.ま
た,岡 本 ら24)は52症例 のinvertedpapillomaを検
討 し,移 行 上 皮 の外 方 へ の乳 頭 状増 殖 を認 め る 症 例 が
ll例(約21%)存在 した こ とか ら,invertcdpapillo
maと 通 常 の 乳 頭状 腫 瘍 との 問 に組 織 形 態 学 的 に 中 間
型(共 存 型)invertedpapillomaの存 在 を示 唆 した 。
今 までinvertedpapillomaはそ の 内反 型 増 殖 形 態
を 強 調 され る あ ま り,一 つ の疾 患 単位か の ご と く考x
られ て きた よ うに 思 わ れ る.し か し,前 述 した ご と く
病 理 組 織"γ:的に悪 性 所 見 を有 す る例 や 通常 の移 行 上 皮
性 腫 瘍 との共 存 例 も稀 で は な い こ と,さ らに藤 田22)の
invertedpapillomaの成 因 に 関す る説 な どを 考 え合
わ せ る と,invertedpapillomaは決 して 一 つ の特 異
な疾 患 単 位 で は な く,通 常 の移 行 上 皮 腫 瘍 の 一型 であ
る と思 わ れ る.そ し て,invertedpapillomaの病
理 組 織 学 的 な 良,悪 性 に 関 し て は,Whiteselao)も述
べ て い る よ うVim,transitionalcellpapillomaと
transitionalcellcarcinomaとの関 係 と同 様 の関 係
に あ る と考 えて よい もの と思 う.し た が って,内 反 型
増 殖形 態 を有 す る移 行 上 皮 腫瘍 は川 地 らzs)が述 べ てい
る よ う に,transitionalcellpapillomainverted
typeおよびtransitionalcellcarcinomainverted
typeのご と く分 類 し,治 療 法 の選 択 や 術 後 のfollow
upな ど で通 常 の 移 行 上 皮腫 瘍 と同様 の 取 扱 い を 考 慮
す る 必 要 が あ る と思 わ れ る.
結 語
病理組織学的に悪性所見 を呈した尿管のinverted
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